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一
般
質
問
　
浦
崎 

み
ゆ
き
　
議
員

一
般
質
問
　
石
垣 

大
志
　
議
員

下水道事業を問う
答　人口普及率は69.6％である

石垣 大志　議員

本
町
の
下
水
道
事
業
（
汚
水
）

の
、
直
近
の
人
口
普
及
率
と
計
画

面
積
整
備
率
、
ま
た
、
未
整
備
区

域
の
今
後
の
整
備
計
画
に
つ
い
て

問
う
。

人
口
普
及
率
に
つ
い
て

は
6
9
・
6
％
、
計
画
面
積
整
備

率
は
5
2

・

6
％
と
な
っ
て
お
り

現
在
整
備
を
進
め
て
い
る
本
部
、

喜
屋
武
、
照
屋
、
津
嘉
山
地
区
完

了
後
に
大
名
、
新
川
地
区
を
整
備

予
定
で
あ
る
。

現
在
の
接
続
率
の
状
況
と
接

続
補
助
の
件
数
は
。

接
続
率
8
6

・
1
%
で
接
続
補
助
は
令
和
６
年
度

は
計
10
件
の
実
績
で
あ
る
。

接
続
補
助
は
、
国
の
予
算
活

用
で
の
実
施
か
。接

続
補
助
に
つ
い

て
は
、
沖
縄
振
興
公
共
投
資
交
付

金
を
活
用
し
実
施
で
あ
る
。
し
か

し
地
方
創
生
汚
水
処
理
整
備
推
進

交
付
金
を
活
用
し
て
い
る
区
域
に

関
し
て
は
、
町
単
独
費
で
の
実
施

と
な
っ
て
い
る
。

沖
縄
振
興
拡
大
会
議
の
中
で

も
、
下
水
道
整
備
に
つ
い
て
地
方

の
声
が
上
が
っ
て
い
た
。
そ
の
中

で
、
県
の
回
答
は
、
沖
縄
振
興
予

算
の
財
源
確
保
に
課
題
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
地
方
創
生
汚
水
処
理
施

設
整
備
推
進
交
付
金
を
今
は
活
用

し
て
ほ
し
い
と
い
う
趣
旨
で
あ
っ

た
。

　
し
か
し
、
交
付
金
を
活
用
し
て

ほ
し
い
と
言
い
な
が
ら
、
接
続
補

助
が
対
象
外
で
町
単
独
で
負
担
し

て
い
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
や
は

り
国
県
が
し
っ
か
り
責
任
を
持
つ

べ
き
で
あ
り
、
地
方
の
声
を
今
後

も
粘
り
強
く
上
げ
続
け
て
ほ
し
い

が
ど
う
か
。

確
か
に
下
水
道
を

整
備
し
て
接
続
率
が
上
が
ら
な
い

と
、
ど
う
し
て
も
運
営
が
成
り
立

っ
て
い
か
な
い
と
い
う
部
分
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
声
を
、
沖
縄

振
興
拡
大
会
議
に
て
盛
り
込
ん
で

い
け
る
よ
う
進
め
て
い
き
た
い
。

今
回
、
一
般
質
問
４
点
。
国
、

県
に
対
し
要
請
を
求
め
る
が
ど
う

か
。

沖
縄
振
興
拡
大
会
議
に
は
各

市
町
村
長
が
参
加
し
て
お
り
、
事

前
に
南
風
原
町
の
課
題
や
要
望
事

項
を
整
理
し
た
上
で
、
町
の
要
望

と
し
て
提
案
し
て
い
る
。
今
回
質

問
の
あ
っ
た
内
容
に
つ
い
て
も
、

し
っ
か
り
織
り
込
み
な
が
ら
要
請

し
て
い
く
。

問問 副
町
長

問

問

問町
長

本
町
の
若
年
の
シ
ン
グ
ル
マ

ザ
ー
所
帯
を
伺
う
。
ま
た
母
子
世

帯
の
推
移
の
方
は
ど
う
か
。

母
子
世
帯
数
は

5
7
7
世
帯
あ
り
34
歳
以
下
で
若

年
母
子
世
帯
は
2
4

・

4
％
で
あ

る
。
ま
た
推
移
は
28
年
度
と
の
比

較
は
、
92
名
増
加
し
て
い
る
。

他
の
市
町
村
で
免
許
取
得
助

成
が
行
わ
れ
て
い
る
所
は
あ
る
か
。

一
部
の
地
域
で
は
確

認
し
て
い
る
の
は
、
２
町
村
が
実

施
予
定
と
確
認
で
き
て
い
る
。

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
の
中

に
、
運
転
免
許
取
得
を
組
み
込
ん

だ
支
援
を
ぜ
ひ
導
入
に
向
け
て
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

母
子
世
帯
の
就
労
支

援
等
、
自
立
の
た
め
必
須
な
も
の

と
十
分
認
識
し
て
い
る
。
免
許
取

得
の
自
立
支
援
に
向
け
て
、
調
査

検
討
し
進
め
て
い
き
た
い
考
え
で

あ
る
。

不
登
校
支
援
に
メ
タ
バ
ー

ス
空
間
の
活
用
を

本
町
の
不
登
校
生
徒
数
の
、

小
中
学
校
の
推
移
を
問
う
。

30
日
以
上
欠
席
し
た
児

童
生
徒
の
人
数
は
、
令
和
２
年
度

小
学
生
52
人
、
中
学
生
37
人
、
令

和
６
年
度
で
小
学
生
が
1
0
5
人
、

中
学
生
1
1
5
人
で
あ
る
。

心
の
教
室
相
談
員
の
配
置
人

員
と
、
対
応
し
た
人
数
を
問
う
。

心
の
教
室
相
談
員

は
各
学
校
に
１
名
配
置
し
、
令
和

６
年
度
の
相
談
は
小
学
校
で
児
童

が
延
べ
4
4
6
1
名
、
中
学
校
で

生
徒
6
1
1
名
に
対
応
し
た
。

問問問

問

下水道接続補助案内

若
年
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
に

運
転
免
許
取
得
を

浦崎 みゆき　議員

答
　提
案
を
調
査
研
究
し
取
り
組
ん
で
い
く

登
校
支
援
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
実
績
を
問
う
。

登
校
支
援
員
は
各
学
校
、

心
の
教
室
相
談
員
が
行
い
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
支
援
は
無
い
。
支
援
利

用
者
は
令
和
６
年
度
、
小
学
校
で

延
べ
1
1
1
名
、
中
学
校
で
30
名

で
あ
る
。

登
校
支
援
員
さ
ん
が
数
多
く

い
れ
ば
、
も
っ
と
登
校
支
援
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
。

登
校
支
援
員
が
不

足
と
の
意
見
は
学
校
か
ら
は
伺
っ

て
な
い
。

仮
想
空
間
の
メ
タ
バ
ー
ス
の

支
援
は
、
ど
の
支
援
に
も
届
い
て

い
な
い
居
場
所
づ
く
り
と
し
て
導

入
は
広
が
っ
て
お
り
学
習
・
相
談

支
援
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ぜ
ひ
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

い
ろ
い
ろ
取
り
組
み
の

ほ
う
は
考
え
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル

的
な
解
決
、
直
接
人
が
寄
り
添
っ

て
の
解
決
な
ど
多
々
あ
り
研
究
し

て
い
く
。

問 問問
■

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

・
宮
平
地
区
の
内
水
氾
濫
対
策

　
に
つ
い
て
問
う

・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

　
に
つ
い
て

・
ウ
ガ
ン
ヌ
前
公
園
防
犯
カ
メ

　
ラ
増
設
を

区
画
下
水
道
課
長

区
画
下
水
道
課
長

経
済
建
設
部
長

こ
ど
も
課
長

こ
ど
も
課
長

こ
ど
も
課
長

教
育
長

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

教
育
長

問

教
育
長


